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１年生のみなさん、潮陵高校で初の定期考査を終えて

どうですか？定期考査が終わった金曜日から今日までど

のように過ごしましたか？先生は、金曜日の放課後に図

書室で勉強している３年生の姿を見ました。定期考査は、

みなさんの高校生活において重要なイベントです。しか

し、受験して終わりというものではなく、あくまで通過

点です。すなわちチェックポイントです。みなさんに考

えていただきたい二つのポイントをあげたいと思いま

す。

学習習慣ＧＴＺは

確実にＵＰします。

６月は「高校生」としての学習習慣を確立するために

大切な時期です。特に上図のような「予習→授業→宿題

・復習」の学習サイクル（北大で先輩が言っていたサイ

クルです）を身に付けていくことが大切になります。毎

日の授業をしっかりと理解するためには、「予習→授業

→宿題・復習」の学習サイクルが最も効果的です。予習

で教科書のわからないところを明確にして、授業でその

疑問点を解決し、学んだことや理解したことを宿題や復

習に取り組んで整理することで、これからますます難し

くなる高校の授業にもしっかりとついていくことができ

ます。高校の授業は、ただ「受ける」だけではなく、「活

用する」という意識を持って取り組むことが大切です。

少しでも早くこの学習サイクルを身につけましょう。こ

 高校学習の「黄金サイクル」 

 教科書をじっくりと読ん

で、理解できないところ

や質問したいところなど

をメモしておきましょう！ 

 
先生の説明で重要だと思

ったことは、しっかりとノート

に書き留めて予習での疑

問点を解決しましょう！ 

 
宿題には必ず取り組み、復

習で学んだことを整理するこ

とで理解を深め、しっかりと

定着させていきましょう！ 

 授業  宿題・ 
復習 

 予習 

 

  

れまでの学習習慣を振り返り、今後どのように改善すべ

きかを考えてみましょう。

そのためにも「毎日、何時から何時までは机に向かう」

「わからない英単語は、前後関係から意味を類推してか

ら辞書を引く」など基本的な取り組みができているかを

自分で確認して改善点を明確にする必要があります。自

分の学習習慣を振り返り、それを生かして改善・継続し

ていくためには、学習記録を残すことが有効です。

今週、定期考査の答案が返却されています。返却され

た答案は宝の山です。「潮陵鉱山」と言っても過言では

ありません。では、定期考査の答案で「お宝」はどこに

眠っているのかというと。みなさんを嫌な気分にさせる

×印がついている所です。ここは「知識がありませんよ」

「知識はあるが練習不足ですよ」と、みなさんが学ぶべ

きポイントを先生たちがやさしく示してくれています。

「え～っ」「ホントにぃ」など、いろいろ言いたいこと

はあると思いますが、本当です。やり直して下さい。

定期考査は、日常授業を教えて、みなさんの様子を知

っている先生が、「ここはポイントだよ。覚えているか

な。」と考えて作成してくれた問題です。授業で習った

ことで、何の理解が定着していて、何の理解が定着して

いなかったのか。しっかりと自分自身を見極めて改善の

参考にして下さい。

模試講習代金の徴収について

今年度から、模試･講習等の代金徴収を、本校進路

室前に設置してある券売機で行うことにいたします。

そこで、記名交通系ｶｰﾄﾞ(Kitaca Suica Pasmo等

SAPICAは対象外)をあらかじめ

購入していただくこととなりま

した。紛失･盗難対策のため、ｶｰ

ﾄﾞは記名のものを、ご用意して

いただくことになります。１学

年は潮陵祭終了後の7月10日

(水)から夏期講習代金の徴収に使

用しますので、それまでご購入

をお願いいたします。

お知らせ

定期考査を終えて
２０１９年６月４日～６月７日

１．「予習→授業→宿題・復習」の学習サイクル

は身についていたか

２．テスト問題のやり直し－理解の定着－


